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  ●  外部の方への連絡、活動に際しては全て学生が連絡し、対応する 
  ●  テーマが２つになるので、企画班として２つのチームⅴをつくるが、実行は都度、全員で
役割分担し、お互いの活動は常に共有する。連絡、共有のツールとしてLINEⅵを利用。添
付文書などの送付は学内のMLを作成して使用。 


















  １．オリエンテーション（授業の進め方とプロジェクト活動に臨む姿勢について） 
  ２．４つの企画書（昨年度作成されたもの）の検討と新テーマの決定（防犯と５３０） 
  ３．新テーマに基づく調査結果の共有 
５月 
  ４．新テーマでの企画書を各自作成 
  ５．各自の企画書を吟味、企画書完成 
  ６．追加調査（学区、まちの人へのヒアリング、パトロール、清掃活動をとりあえずやってみる) 
  ７．企画書完成（実行にあたって詳細スケジュール・実施内容の決定） 
６月 
  ８．防犯パトロール、５３０活動開始（以降、毎週実施） 
  ９．活動（名東区クリーンキャンペーン参加、学区の人と話しあい） 
    キャンペーン用チラシのイラストを東邦高校へ依頼 
  10．活動（コミュニティセンター横の公園花壇手伝い） 
  11．学区より夏祭りへの協力要請を受け、自分たちができることの話し合い 
  12．夏祭り話し合い 
７月 
  13．夏祭り準備 
  14．夏祭り予行演習、準備 
  15．夏祭り当日 
  16．夏祭り反省会、キャンペーン活動計画 
８月  小休止 
９月 
  17．キャンペーンのためのチラシ作成 
  18．キャンペーン用ノベルティ発注 
  19．キャンペーン用チラシ発注 
  20．キャンペーン準備、一社駅での活動報告を兼ねたキャンペーン活動 
10月  大学祭での活動報告会発表準備 
11月  ８日「地域と連携した教育」活動報告会にて発表、活動終了 


























































   
図２：カテゴリー別出現頻度の割合 















   
表５：第１ステップの出現件数に傾斜をかけ、第２ステップと同件数とした場合 
 心(不明) 心(ポジティブ) 心(ネガティブ) 自己 他者(仲間) 他者(協力者) 身に付いた力 授業 将来(就職) 
第１ステップ 64.4 9.2 27.6 26.3 27.6 1.3 27.6 56.5 23.7 
第２ステップ 64 28 20 26 11 13 33 52 17 













































 文字数 成績評価 
Ｗ１ 482 73 
Ｗ２ 598 90 
Ｓ１ 1389 74 
Ｓ２ 1226 94 
Ｋ１ 565 67 
Ｋ２ 1469 74 
Ｏ１ 524 68 
Ｏ２ 751 77 
Ａ１ 528 69 
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